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W59b Nano-JASMINE用TDIボードの開発、及びCCDの性能評価
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超小型赤外線位置天文衛星Nano-JASMINEに搭載用の完全空乏型裏面照射 CCDの制御基板（TDIボード）の
開発を行っている。
Nano-JASMINEにおける画像の撮像方式には衛星スピンに同期させた Time-Delayed-Integration（TDI）方式

を用いる。TDI方式を用いることにより、衛星スピンにより星像は CCD面を一定速度で通過するが、CCDの電
荷転送をこの衛星スピンに同期させることにより、CCD面通過時間の光を衛星のスピン運動を止めることなく集
めることができる。星像が１ピクセルを移動する間に、移動方向に垂直な方向（z方向）の 1次元の読み出しを行
う。この方式により、縦軸が z方向の空間情報、横軸が時間情報を表す 2次元画像が生成される。TDIボードは、
FPGAを用いた信号処理用のパルス波形を作る回路、CCDからの信号を相関 2乗サンプリングする回路、ADコ
ンバータなどで構成されている。Nano-JASMINEでは、浜松ホトニクス社製の完全空乏型裏面照射 CCDを 1024
× 4096ピクセルの大きさで用い、Zwide-bandの波長域で撮像を行う。
TDIボードの開発の現状について、またこのTDIボードを用いて駆動させた時の完全空乏型裏面照射CCDの性

能評価について報告する。


